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発掘調査により出土する脇しい』11: の遺物は，多くが遺構と密接な関連をもつ。したがって，

それの採取は，出土地点を正確に計測し記録した上で行う必要がある。この作業が時としてき

わめて繁雑であり，正確を期すためには，かなりの技術と労力が要求される。これを迅速かつ

正確に行える方法はないものか，当システムはこの要求に応えるべく開発したものである。ま

た，近年，発掘調査関連データをコンピューター処理しようとする試みが行われている。この

ためには，数値，項' 二|データを手入〃しなければならないが，このシステムによれば，発掘現

場で直接入力することにより，室内作業の手間を省けるという大きな利点も合せ持つ。

システムのハード構成膳外１）光波測距測角儀（T s ）光波により距離を測定し，内部の水

平角，垂直角' 三|綴を１秒単位で自動的に読みとり，表示すると同時に出力端子( RS232C) に距離

と併せて出力する◎２）巡源内蔵パーソナルコンピューター（HC）計測結果を画而表示し記録

媒体（カセットテープ，内蔵ＲＡＭ，フロッピーディスク等）にデータを蓄えると同時に，プリンター

印字する性能を持つ。催内パーソナルコンピューター（ホスト）峰外で使用するＨＣは通常

記憶容牡も小さく，プリンターの印字' 胴も狭いので，ホストコンピューターとして，収集デー

タを受け入れ，マスターファイルを作り，データ処理を行う。般小，フロッピーディスクを装

備し，内部記憶容妓として２５０Kb y t 以上を備えたもの。

作業手順１）あらかじめ，その遺跡に関する共通項目をＨＣに入力しておく（遺跡符，地I ×：

f ′ １，ノ, 域f 点f ﾉ i ，韮準点の座標仙等）２）ＴＳを雄準点上に整侭し，別の基準点を測定する。遺物採

取地区が推準点から遠い場合は，任意点に据え付け，２点の華準点を祝準，測定する。これに

より，ＨＣに方向角が与えられ，後続の測定点の３次元座標を計算することが川来る。３）遺物

採取者は，小ポールに取付けた小ﾉ剛ｉｆ城のプラスティックミラーを採取する遺物のI - l - I 心に侭

く。観測者はミラーを祝準し測定ボタンを押せばよい。必要ならば，その遺物の属する遺椛，

土府，遺物の種類などを入〃（ＨＣのキー１個に葱味を持たせてあるため，「カワラ」又は「KAWARA」

' 態とキーインする必要はない）した上で測定ボタンをj l l i す。４）測定順の追番号，測定値，属性な

どは即( 《にＨＣに蓄えるとＭ時に，プリンターに，小地区名，測定11時を伴って印字する。こ

の間に要する時間は約30秒。５）測定が終ったならば，終j ' のシグナルを入力し，ファイルを

閉じる。６）ＨＣを塞内に持ちAI ) り，データをホストに転送する。ホストはマスターファイル

を作成し，フロッピーディスクに保杵する。７) 保特したデータは進物，遺備の盤哩，検索，･平

I h i 図，分. n j 凶作成など，さまざまな統計処理に活用する。

操作はすべて問群形式にプログラミングされており，コンピューターの知識も，キーボード

操作の熟練も必要としない。今後，実地での使用例を積み重ね，ハード，ソフト両面にわたっ

てシステムを充実させていきたい。
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